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第187回のコンサートは、鈴木華重子氏によるピアノリサイタルでした。京都市立芸術大学を卒業後、海外で

研鑚を積み、ソロや室内楽、協奏曲などの幅広い分野で活躍するピアニストです。

プログラムは、ポーランドの詩人の詩にインスピレーションを受けて作曲されたという、ショパンのバラード全4曲

でした。‘バラード’の定義はあまり明確ではないようですが、鈴木氏はこの4曲を‘舞踏のリズムを持った物語’と

いう解釈で熱演されました。そのドラマティックで素晴らしい演奏とともに、曲の解説などをとても親しみやすい

調でお話され、最後のアンコールまで瞬く間に時が過ぎていきました。

・バラードのイメージがガラッと変わりました。ドラマチックでダイナミック、
そして繊細な音が連なって本当に楽しかったです。

・鈴木さんの飾らない話し振りは魅力的でした。演奏スタイルもそれに劣らず
素直な味が醸し出されていて魅かれました。

・美しい音色、迫力のある音色に物語を想像しバラードの世界を楽しみました。
至福のひと時を有難うございました。

・音が軽やかで自然に感じられ素晴らしいバランスに引き込まれました。
ダイナミックな場面も心地よく聴かせていただきました。


